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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　減圧で患者の組織部位を治療する治療システムであって、前記治療システムは、
　前記組織部位の近くに設置する治療マニホールドと；
　前記治療マニホールド上に流体シールを形成して密封治療空間を形成する密封部材と；
　減圧を提供する減圧源と；
　前記減圧源と前記密封治療空間とに流動自在に連結される容器と
を有し、
　前記容器は、
　内部空間と、
　前記密封治療空間および前記内部空間に流動自在に連結される流体入口と、
　前記減圧源および前記内部空間に流動自在に連結される減圧流入口と、
　液体を保持して減圧を維持しながらも、前記内部空間からの水蒸気を外に出すことがで
きるように構成された親水性ポリマを有する窓とを備える、
　治療システム。
【請求項２】
　前記治療システムはさらに、前記親水性ポリマの外部に付随した強制通気装置を有する
、
　請求項１記載の治療システム。
【請求項３】
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　前記強制通気装置は送風機、静電装置、および圧電ポンプのうちの１つを有する、
　請求項２記載の治療システム。
【請求項４】
　前記容器はさらに、通路、通路流入口、および通路流出口を形成する内壁と外壁とを有
し、
　前記強制通気装置は、前記通路流入口内に強制空気を送達するように構成される、
　請求項２記載の治療システム。
【請求項５】
　前記容器はさらに、通路、通路流入口、および通路流出口を形成する内壁と外壁とを有
し、
　前記強制通気装置は、前記通路流入口内に強制空気を送達するように構成され、
　前記容器はさらに、前記親水性ポリマの内側に連結されるウィッキング層を有する、
　請求項２記載の治療システム。
【請求項６】
　前記容器はさらに、通路、通路流入口、および通路流出口を形成する内壁と外壁とを有
し、
　前記強制通気装置は、前記通路流入口内に強制空気を送達するように構成され、
　前記容器はさらに、
　前記親水性ポリマの内側に連結されるウィッキング層と；
　前記ウィッキング層の内側に連結されるフィルタ層と
を有する、請求項２記載の治療システム。
【請求項７】
　前記親水性ポリマは、波形である、
　請求項１～６何れか一項記載の治療システム。
【請求項８】
　前記親水性ポリマは、外面上にフロック加工される、
　請求項１～７何れか一項記載の治療システム。
【請求項９】
　前記治療システムはさらに、前記容器の前記内部空間内にエネルギを加える内部エネル
ギ装置を有する、
　請求項１～８何れか一項記載の治療システム。
【請求項１０】
　前記容器はさらに、容器フレームと、複数のワッフルポケットを形成する複数のバッフ
ルとを有し、
　前記ワッフルポケットは、前記親水性ポリマによって覆われる、
　請求項２、３、および７～９何れか一項記載の治療システム。
【請求項１１】
　前記内部空間は、浸透圧膜によって互いに分離される創傷液部分と浸透圧液部分とを有
し、
　前記浸透圧液部分は、前記親水性ポリマに流体連通する、
　請求項２～１０何れか一項記載の治療システム。
【請求項１２】
　前記容器はさらに、第１材料から形成されるとともに複数の窓穴が形成されるハウジン
グを有し、
　前記親水性ポリマは、前記複数の窓穴を覆う、
　請求項２～９、および１１何れか一項記載の治療システム。
【請求項１３】
　前記容器はさらに、前記親水性ポリマから形成された可撓性ポーチを有する、
　請求項２、３、および７～９何れか一項記載の治療システム。
【請求項１４】
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　前記治療システムはさらに、前記内部空間内に配置された加熱素子を有する、
　請求項１～１３何れか一項記載の治療システム。
【請求項１５】
　前記内部空間は第１体積Ｖｃを有し、
　経過治療時間ｔにわたって前記容器は、流体の第２体積Ｖｆを処理するように機能し、
　Ｖｆ＞１０５％Ｖｃである、
　請求項１～１４何れか一項記載の治療システム。
【請求項１６】
　前記治療システムはさらに、前記内部空間に付随して凝集剤を有する、
　請求項１～１５何れか一項記載の治療システム。
【請求項１７】
　体液を受容する容器の製造方法であって、前記製造方法は、
　内部空間を有する容器を形成するステップと；
　前記内部空間に流動自在に連結される流体入口を、前記容器に形成するステップと；
　前記内部空間に流動自在に連結される減圧流入口を形成するステップと；
　窓を形成するステップと；
　親水性ポリマで前記窓を覆うステップであって、前記親水性ポリマが、液体を保持して
減圧を維持しながらも、前記内部空間からの水蒸気を外に出すことができるように構成さ
れたものである、ステップとを有する、
　製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、主として医療システムに関する。より詳細には限定としてではないが蒸発体
液容器、システム、包帯、および方法に関する。蒸発体液容器、システム、包帯、および
方法は、減圧処理システムで用いられ得る。
【背景技術】
【０００２】
　臨床試験および診療は、組織部位の近くで減圧を提供することが、組織部位での新組織
の成長を増強および加速することを示している。このような現象の適用は、数多くあるが
、減圧の適用は、特に創傷の治療で成功している。この治療（医学会において「陰圧創傷
閉鎖法」、「減圧療法」、または「真空療法」と称されることが多い）は、より迅速な治
癒および肉芽組織形成の増加を含み得るいくつかの利益を提供する。通常、減圧は、多孔
性パッドか他のマニホールド装置を通じて組織に適用される。多孔性パッドは、減圧を組
織に分配できるとともに組織から引き抜かれた流体を導くことができるセルまたは孔を含
有する。減圧が適用されると、体液、たとえば滲出液は、貯蔵器内に受容され、通常、包
含される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】米国特許出願公開第２００９／２２１９９０号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　新規な構成の減圧で患者の組織部位を治療するシステムが望まれる。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　一例示的実施形態にしたがって患者の組織部位を治療するシステムは、組織部位の近く
に設置する治療マニホールドと；治療マニホールドと患者の表皮とのうちの一部を覆う流
体シールを形成する密封部材とを有する。密封部材は、組織部位を覆う密封治療空間の形
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成用である。密封治療空間は、流体を受取る。システムはさらに、減圧を提供する減圧源
と、減圧源および流体を受取る密封治療空間に流動自在に連結される容器とを有する。容
器は、流体を受取る内部空間を有する容器ハウジングと、容器ハウジングを通る流体流入
口とを有する。流体流入口は、容器ハウジングの内部空間内に流体を受容するためである
。容器ハウジングのうちの少なくとも一部は、流体からの蒸発液の放出を可能にする液体
不透過性・蒸気透過性材を有する。
【０００６】
　別の例示的実施形態にしたがって体液（主として液体）を受容および処理する容器は、
体液を受容する内部空間を有する容器ハウジングと、容器ハウジングを通る体液流入口と
を有する。体液流入口は、容器ハウジングの内部空間内に体液を受容するためである。容
器ハウジングのうちの少なくとも一部は、液体不透過性・蒸気透過性材を有する。
【０００７】
　別の例示的実施形態にしたがって患者の体液を除去および処理する方法は、患者の体液
を除去することと、体液を容器内に侵入させることとを有する。容器は、体液を受取る内
部空間を有する容器ハウジングと、容器ハウジングを通る体液流入口とを有する。体液流
入口は、容器ハウジングの内部空間内に体液を受容するためである。容器ハウジングのう
ちの少なくとも一部は、液体不透過性・蒸気透過性材を有する。方法はさらに、液体不透
過性・蒸気透過性材を用いることで体液のうちの少なくとも一部を蒸発および除去させる
ことを有する。
【０００８】
　別の例示的実施形態にしたがって患者の創傷を治療する創傷包帯は、第１面と、患者に
面する第２面とを有する吸収性層を有する。吸収性層は、創傷に流体連通する。創傷包帯
は、吸収性層と創傷とを覆う液体不透過性・蒸気透過性層も有する。液体不透過性・気体
透過性層は、吸収性層の体液が蒸発でき、さらに液体不透過性・蒸気透過性層から出て行
けるよう機能する。
【０００９】
　別の例示的実施形態にしたがって体液を受容する容器を製造する方法は、体液を受容す
る内部空間を有する容器ハウジングを形成することと；容器ハウジング上に体液流入口を
形成することとを有する。体液流入口は、容器ハウジングの内部空間内に体液を受容する
ためである。容器ハウジングのうちの少なくとも一部は、蒸発体液（蒸気）が内部空間か
ら出て行けるようにする液体不透過性・蒸気透過性材を有する。
【００１０】
　例示的実施形態の他の特徴と利点は、以下の図面と詳細な説明を参照すると明らかにな
り得る。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】体液を受容および処理する容器の例示的実施形態を有する例示的な非限定的医療
システムの略斜視図。
【図２】図１の体液を受容および処理する例示的容器の略断面図。
【図３】体液を受容および処理する例示的容器のうちの組立分解部分を有する略斜視図。
【図４】動作中の図３の容器のうちの一部の略断面図。
【図５】体液を受容および処理する容器の例示的実施形態の略正面図。
【図６】図５の容器の略断面図。
【図７】体液を受容および処理する容器の例示的実施形態の略断面図。
【図８】体液を受容および処理する容器の例示的実施形態の略斜視図。
【図９】患者の創傷を治療する創傷包帯の例示的実施形態の略断面図。
【図１０】体液を受容および処理する容器の例示的実施形態の略断面図。
【図１１】体液を受容および処理する容器の例示的実施形態の略断面図。
【図１２】体液を受容および処理する容器または包帯で用いる液体不透過性・蒸気透過性
材のうちの一部の略断面図。
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【図１３】体液を受容および処理する容器または包帯で用いる液体不透過性・蒸気透過性
材のうちの一部の略断面図。
【図１４】体液を受容および処理する容器または包帯で用いる液体不透過性・蒸気透過性
材のうちの一部の略断面図。
【図１５】体液を受容および処理する容器の例示的実施形態の略断面図。
【図１６】体液を受容および処理する容器の例示的実施形態の略断面図。
【図１７】体液を受容および処理する容器の例示的実施形態の略断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　例示的実施形態の以下の詳細な説明においてその一部を形成する添付図面を参照する。
これらの実施形態は、当業者が本発明を実行できるように十分詳細に記載されており、当
然ながら、他の実施形態が用いられ得るとともに、本発明の趣旨または範囲を逸脱するこ
となく論理的な構造的、機械的、電気的、および化学的変更を行い得る。本明細書におい
て記載される実施形態を当業者が実行できるようにするのに必要ない詳細を回避すべく、
説明は、当業者にとって公知の特定の情報を省略し得る。以下の詳細な説明は、限定的な
意味で捉えられるべきではなく、例示的実施形態の範囲は、添付の特許請求の範囲によっ
てのみ定義される。
【００１３】
　図面、主として図１と図２を参照すると、たとえば減圧治療システム１０２の医療シス
テム１００の例示的実施形態が、提示される。減圧治療システム１０２は、患者１０３由
来の体液（主に液体）を受容および処理する容器１０４の例示的実施形態を有する。容器
１０４は、容器１０４が物理的に一度に保有できるよりも多くの液体を時間とともに処理
するよう機能する。
【００１４】
　減圧治療システム１０２は、たとえば創傷１０８の組織部位１０６の近くに設置される
治療マニホールド１０５を有し得る。患者の表皮１１０を通過する創傷１０８が、示され
る。組織部位１０６は、骨組織、脂肪組織、筋肉組織、皮膚組織、血管組織、結合組織、
軟骨、腱、靭帯、あるいは他の組織を有する、任意のヒト、動物、あるいは他の有機体の
体組織であり得る。
【００１５】
　治療マニホールド１０５および患者の表皮１１０のうちの一部は、密封治療空間１１６
を形成すべく、密封部材１１２によって覆われ得る。密封部材１１２は、流体シールを提
供する任意の材料であり得る。密封部材１１２は、たとえば不透過性または半透過性のエ
ラストマ材料かもしれない。「エラストマ性」は、エラストマの特性を有することを意味
する。エラストマ性は、一般的にゴム状弾性を有するポリマ材料を指す。より具体的には
、大部分のエラストマは、１００％より大きな極限伸びおよび有意量の回復力を有する。
材料の回復力は、弾性変形から回復する材料の能力を指す。エラストマの例には、限定で
はないが、天然ゴム、ポリイソプレン、スチレンブタジエンゴム、クロロプレンゴム、ポ
リブタジエン、ニトリルゴム、ブチルゴム、エチレンプロピレンゴム、エチレンプロピレ
ンジエン単量体、クロロスルホン酸化ポリエチレン、ポリスルフィドゴム、ポリウレタン
（ＰＵ），ＥＶＡフィルム、コポリエステル、およびシリコーンが含まれ得る。密封部材
１１２のさらに特殊な例には、シリコーン覆布、スリーエム（３Ｍ）　Ｔｅｇａｄｅｒｍ
（登録商標）覆布、たとえばＣａｌｉｆｏｒｎｉａ，Ｐａｓａｄｅｎａのエイブリィ・デ
ニソン社（Ａｖｅｒｙ　Ｄｅｎｎｉｓｏｎ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）から入手可能な１
つのＰＵ覆布が、含まれる。
【００１６】
　取付デバイス１１４は、創傷１０８および治療マニホールド１０５を覆う流体シールを
形成すべく密封部材１１２で用いられ得る。取付デバイス１１４は、数多くの形態をとり
得る。たとえば取付デバイス１１４は、密封部材１１２の周縁部周囲に広がる医学許容性
感圧接着剤または親水コロイド材であり得る。密封部材１１２は、治療マニホールド１０
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５が配置される密封治療空間１１６を形成する。減圧は、密封治療空間１１６に供給され
、体液１３０が、よって密封治療空間１１６から除去される。
【００１７】
　減圧インタフェース１１８は、第１減圧送達導管１２０を密封治療空間１１６に流動自
在に連結されるように用いられ得る。一例示的実施形態において減圧インタフェース１１
８は、Ｓａｎ　Ａｎｔｏｎｉｏ，Ｔｅｘａｓのケー・シー・アイ（ＫＣＩ）から入手可能
なＴ．Ｒ．Ａ．Ｃ．（登録商標）ＰａｄまたはＳｅｎｓａ　Ｔ．Ｒ．Ａ．Ｃ．（登録商標
）Ｐａｄである。密封治療空間１１６に減圧が送達されるならば、他のデバイスが、減圧
インタフェース１１８に用いられ得る。
【００１８】
　第１減圧送達導管１２０は、容器１０４に流動自在に連結され、体液１３０を容器１０
４に送達する。容器１０４は、第２減圧送達導管１２４を介して減圧源１２２から減圧を
受取る。減圧源１２２は、たとえば真空ポンプ、壁面吸込み、あるいは他の供給源の減圧
を供給する任意のデバイスであり得る。組織部位に適用される減圧の量と性質は通常、適
用にしたがって変化することになるが、減圧は、典型的には－５ｍｍＨｇ（－６６７Ｐａ
）～－５００ｍｍＨｇ（－６６．７ｋＰａ）、より典型的には－７５ｍｍＨｇ（－９．９
ｋＰａ）～－３００ｍｍＨｇ（－３９．９ｋＰａ）になり得る。たとえば限定としてでは
なく、圧力は、－１２，－１２．５，－１３，－１４，－１４．５，－１５，－１５．５
，－１６，－１６．５，－１７，－１７．５，－１８，－１８．５，－１９，－１９．５
，－２０，－２０．５，－２１，－２１．５，－２２，－２２．５，－２３，－２３．５
，－２４，－２４．５，－２５，－２５．５，－２６，－２６．５ｋＰａまたは別の圧力
であり得る。
【００１９】
　容器１０４は、体液１３０を受取る。体液１３０は、減圧治療システム１０２によって
身体から除去される。たとえば滲出液、腹水、または他の体液は通常、除去され、容器１
０４内に置かれる。多くの体液、たとえば滲出液は、実質的に水性である。添加剤無添加
の流体貯蔵器中の滲出液は、一般に状態を固体またはゲルに変化させることはないが、本
実施形態においては、水が液体不透過性・蒸気透過性材１３６を通って除去されると、ゲ
ル状態に変化し得る。
【００２０】
　容器１０４は、剛性、半剛性、または可撓性であり得る。容器１０４は、体液１３０を
受取る内部空間１２８を有する容器ハウジング１２６を有する。容器ハウジング１２６は
、体液１３０を受取るための体液流入口１３２と減圧を受取るための減圧流入口１３４を
有する。マルチルーメン導管（減圧供給用のルーメンと体液用に１つ）を有するいくつか
の実施形態において減圧流入口１３４は、体液流入口１３２と同じであり得る。容器ハウ
ジング１２６のうちの少なくとも一部は、液体不透過性・蒸気透過性材１３６から形成さ
れる。図１～図２の例示的実施形態において液体不透過性・蒸気透過性材１３６を備えた
容器ハウジング１２６のうちの一部は、窓１３８であるが、数多くの部位が可能である。
窓１３８は、少なくとも１つの窓穴１３５を形成し、さらに窓穴を液体不透過性・蒸気透
過性材１３６で覆うことで、形成され得る。容器ハウジング１２６は、たとえば剛性、可
撓性、半剛性、などの任意の堅さで形成され得る。
【００２１】
　液体不透過性・蒸気透過性材１３６は、容器１０４全体、または流体貯蔵器を形成し得
るか、たとえば壁か窓１３８の一部のみを形成し得る。通常、液体不透過性・蒸気透過性
材１３６と直接接触して容器１０４内に液体を有することで、より高い蒸発が得られるこ
とが可能である。
【００２２】
　液体不透過性・蒸気透過性材１３６に液体を接触させることに加えて、体液１３０に熱
エネルギを加え、液体不透過性・蒸気透過性材１３６の外面に沿う空気流を増やすか（図
１０～図１１を参照）、でなければ容器内の体液か空気にエネルギを加えることで、より
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高い蒸発速度が、達成され得る。熱エネルギは、減圧治療システムの真空ポンプから体液
１３０に熱エネルギを送ることで加えられ得る。たとえば図６において示されるように、
圧電ポンプ３５４が用いられる場合、圧電ポンプ３５４は、圧電ポンプ３５４によって生
じた任意の熱が、その中の体液３３０に送達され得るように、容器３０４内に配置され得
る。別の例示的実施形態においてたとえば抵抗素子の専用の加熱素子（図示省略）が、容
器１０４の内部空間１２８に加えられ得る。さらに別の例示的実施形態において蒸発およ
び透過を促進すべく、液体不透過性・蒸気透過性材１３６に対して体液１３０を移動させ
るように撹拌器（図示省略）が追加され得る。別の例示的実施形態において液体不透過性
・蒸気透過性材１３６の外側の空気流は、蒸発速度を上げるため、たとえば送風機または
他の換気サブシステムによって増大され得る。別の例示的実施形態において容器１０４は
、蒸発の増強を推進すべく、患者１０３由来の熱エネルギを用いるため患者の表皮１１０
に隣接して設置される。別の例示的実施形態において滲出液との混合時に発熱反応を生じ
させるべく内部空間１２８に化学薬品が添加され得る。
【００２３】
　液体不透過性・蒸気透過性材１３６は、液体を保持しながら、矢印１４０（図２）によ
って示唆されるように水蒸気が抜け出られるか出て行けるようにする。同時に、液体不透
過性・蒸気透過性材１３６は、容器１０４内で減圧が維持できるようにする。液体不透過
性・蒸気透過性材１３６は、その材料を通って液体が侵入または退出しないようにする任
意の材料を含み、しかも、たとえば体液からの蒸発水の蒸気が材料を出て行けるか材料を
透過できるように機能する。液体不透過性・蒸気透過性材１３６の非限定的例示的実施例
には、親水性ポリマから形成された高水蒸気透過率（ＭＶＴＲ）フィルムまたは他の構造
が、含まれる。例示的材料は、ポリビニルアルコール、ポリビニルアセテート、セルロー
ス性材料（エーテル、エステル、ニトレート、その他）、ポリビニルピロリドン、ポリウ
レタン、ポリアミド、ポリエステル、ポリアクリレート、およびポリメタクリレート、ポ
リアクリルアミドが、含まれ得る。液体不透過性・蒸気透過性材１３６の材料は、互いに
架橋化、混合、接合、または共重合体化され得る。
【００２４】
　いくつかの実施形態において液体不透過性・蒸気透過性材を形成する材料は、親水性を
強化するように表面処理され得る。表面処理には、化学薬品、プラズマ、光（ＵＶ）、コ
ロナ、または他の電離放射線が含まれ得る。実施形態によっては、液体不透過性・蒸気透
過性材を形成する材料は、フィルムを形成（キャスティング）し、さらにたとえばグアー
、キサンタンおよびアルギネート、またはゼラチンの天然ガムうちのいくつかを架橋化す
ることで形成され得る。液体不透過性・蒸気透過性材に用いられる材料は、一般に細菌バ
リアとしても働く。本明細書における液体不透過性・蒸気透過性材を形成する材料は、窒
素および酸素に対してかなり不透過性であるが、前記材料は、水蒸気に対して透過性であ
る。適切な材料の１つの特殊な非限定例は、イー・アイ・ジュポン・ド・ヌムール・アン
ド・カンパニ（Ｅ．Ｉ．ｄｕ　Ｐｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏｍｐａｎ
ｙ）、Ｄｅｌａｗａｒｅ，Ｕ．Ｓ．Ａ．のＨｙｔｒｅｌ　ＡＰＡ６００１５の１５μシー
トである。
【００２５】
　容器１０４に関する実用上の問題、たとえば臭気および凝縮は、いくつかの方法で対処
され得る。まず、任意の潜在的な臭気に関して、木炭フィルタか銀含浸メッシュが、容器
１０４を出て行く蒸気の滅菌と匂いに対処すべく、たとえば第１減圧送達導管１２０また
は体液流入口１３２における流路のうちの一部として用いられ得る。容器１０４における
凝縮物のリスクは、蒸発速度を管理することと、体液１３０とは異なる温度になり得る蒸
発面に隣接する機械的表面が確実に存在しないようにする容器１０４の設計とによって低
下し得る。
【００２６】
　一例示的実施形態にしたがって動作中、治療マニホールド１０５は、組織部位１０６の
近くに配置される。密封部材１１２は、密封治療空間１１６を形成すべく、治療マニホー
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ルド１０５と患者の表皮１１０のうちの一部を覆って設置される。すでに組み込まれてい
ない場合、減圧インタフェース１１８が、密封部材１１２上に取付けられ、第１減圧送達
導管１２０は、減圧インタフェース１１８および容器１０４の体液流入口１３２に流動自
在に連結される。第２減圧送達導管１２４は、容器１０４および減圧源１２２に流動自在
に連結される。
【００２７】
　減圧源１２２が、作動される。減圧は、組織部位１０６に送達され、体液１３０は、組
織部位１０６から除去される。体液１３０は、体液流入口１３２を通じて容器１０４の内
部空間１２８内に送達される。体液１３０の含水量は、経過時間にわたって少なくとも部
分的に蒸発し、さらに液体不透過性・蒸気透過性材１３６を通じて透過される。
【００２８】
　体液１３０中の液体（通常は水）が、蒸発すると、非水性生成物と、たとえばタンパク
質、脂肪、または塩（たとえばナトリウム、カルシウム、および塩化物）の他の物質とを
含有する乾燥スラリが容器内で生じる。乾燥スラリは一般に、凝結し、状態を固体かゲル
に変化させることになる。したがって乾燥スラリは、イソライザ無しにゲル化し得る。実
施形態によっては、それでもなおイソライザが追加され得る。
【００２９】
　様々な程度の水が、特に、許可時間、温度、および圧力に依存して体液１３０から蒸発
し得る。場合によっては、容器１０４中の５％よりも多くの水が、蒸発し得る。他の例で
は、容器１０４中の１０％，２０％，３０％，４０％，５０％，６０％，７０％，８０％
，９０％よりも多くか、さらに多くの水が、蒸発し得る。暗黙範囲は、その間の全ての数
字を有する。
【００３０】
　容器１０４の実施形態は、容器１０４が、容器１０４の物理的体積（Ｖｃ）よりも多く
の流体体積（Ｖｆ）を処理できるので、より小さな流体貯蔵器を可能にする。つまり、動
作可能的にはＶｆ＞Ｖｃである。実施形態によっては、以下の関係が適用できる：Ｖｆ＞
１０５％Ｖｃ；Ｖｆ＞１１０％Ｖｃ；Ｖｆ＞１２０％Ｖｃ；Ｖｆ＞１３０％Ｖｃ；Ｖｆ＞
１５０％Ｖｃ；またはＶｆ＞２００％Ｖｃ。他の割合も、可能である。一例示的非限定例
として、容器１０４は、５００ｍｌ（Ｖｃ＝５００ｍｌ）を保持し得るが、３日間にわた
る使用によって、６００～１０００ｍｌの流体（Ｖｆ＝６００～１０００ｍｌ）が受け入
れられ得る。より小さなサイズは、減圧治療システム１０２または体液の収集を必要とす
る他のシステム用の容器１０４のコストを減らす。より小さな容器が、所定の医療システ
ムで用いられ得るので、必然的によって少量のポリマが使用され、減圧治療システム１０
２のコストが、低下し得る。一般に容器１０４が、小さいほど、患者にとっても便利にな
る。同じサイズの容器が用いられる場合、そうではない場合よりも交換を必要とする頻度
が、少なくなるだろう。交換頻度の低下は、患者の介護に関する経費の節約を示す。
【００３１】
　容器１０４内の蒸発プロセスは、減圧自体を生成し得る。したがって容器１０４が、減
圧治療システム１０２のうちの一部として用いられる場合、蒸発プロセスから結果的に生
じる減圧は、減圧源１２２によって供給される減圧を増強するか、減圧源１２２を不必要
にする可能性があり得る。さらに本例示的実施形態において容器１０４内に受容された体
液１３０は、イソライザを必要としないように密度を十分に増加させ得る。また、比較的
削減された量のイソライザが、用いられ得る。
【００３２】
　図３と図４を参照すると、体液２３０を受容および処理する容器２０４の別の例示的実
施形態が、提示される。容器２０４は、たとえば図１のシステム１００の医療システムの
うちの一部として用いられ得る。容器２０４は、体液２３０を受け入れる内部空間２２８
を有する容器ハウジング２２６を有する。容器ハウジング２２６は、容器フレーム２４２
と複数のバッフル２４４から形成され得る。バッフル２４４は、バッフル２４４の穴（図
示省略）によって相互接続される小さなコンパートメントである複数のワッフルポケット
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２４６の形成を助ける（別の実施形態においてワッフルポケットは、たとえばワッフルポ
ケットの上（重力の方向に対して）の開口空間の共通領域によって流動自在に連結され得
る）。液体不透過性・蒸気透過性材２３６は、たとえばフレーム部材、または容器フレー
ム２４２のうちのフランジ部分２４８上の溶着２５０によって、容器フレーム２４２に連
結される。液体不透過性・蒸気透過性材２３６は、いくつかの実施形態においてワッフル
ポケット２４６間のバッフル２４４の末端にも連結され得る。バッフル２４４は、図示さ
れるように均一であり得るか、液体不透過性・蒸気透過性材２３６によって大きな表面積
をもたらすべく様々な寸法であり得る。
【００３３】
　体液流入口２３２は、容器ハウジング２２６上に形成され得る。体液流入口２３２は、
体液２３０を容器ハウジング２２６の内部空間２２８内に受け入れるためである。減圧流
入口２３４も、内部空間２２８内の減圧を可能にすべく、容器ハウジング２２６に形成さ
れ得る。別の例示的実施形態において減圧は除外され、体液は、陽圧で送達され得る。そ
のような実施形態において通気孔（図示省略）が、追加され得る。
【００３４】
　図４において示されるように、ワッフルポケット２４６は、体液２３０が接触する液体
不透過性・蒸気透過性材２３６の表面積の増加に役立つ。表面積の増加は、体液２３０由
来の液体の蒸発と蒸気透過を増強し得る。容器２０４から出る蒸気は、矢印２４０によっ
て示唆される。
【００３５】
　図５と図６を参照すると、体液３３０を受容および処理する容器３０４の別の例示的実
施形態が、提示される。容器３０４は、たとえば図１のシステムの医療システムのうちの
一部として用いられ得る。容器３０４は、体液３３０を受取る内部空間３２８を有する容
器ハウジング３２６を有する。
【００３６】
　容器ハウジング３２６は、たとえば剛性ポリマなどの第１材料から形成されるとともに
複数の穴３５２で形成されるハウジング３５０を有する。穴３５２は、たとえば細長いス
リット、正方形、三角形の任意の形状をとり得るが、環状開口として図示される。液体不
透過性・蒸気透過性材３３６は、複数の穴３５２にわたってハウジング３５０のうちの内
部に連結され得る。また、液体不透過性・蒸気透過性材３３６は、複数の開口部３５２に
わたってハウジング３５０のうちの外部に連結され得る。ウィッキング部材３３７は、移
動速度を増強すべく液体不透過性・蒸気透過性材３３６に付随する。ウィッキング部材３
３７は、液体不透過性・蒸気透過性材３３６に連結されるか、その近くに配置され得る。
液体不透過性・蒸気透過性材３３６は、任意の技法またはデバイスを用いて溶着、結合、
また連結され得る。
【００３７】
　内部空間３２８と外部とを互いに分離する液体不透過性・蒸気透過性材３３６を有する
複数の窓３３８が、形成される。窓３３８は、複数の窓穴３３５を形成し、さらにそれら
を液体不透過性・蒸気透過性材３３６（単一部品か複数の部品）で覆うことで形成され得
る。液体不透過性・蒸気透過性材３３６は、限定ではなく、溶着（たとえば超音波または
ＲＦ溶着）、結合形成、接着剤、セメント、または他の連結デバイスを有する、任意の公
知の技法を用いて容器ハウジング１２６に連結され得る。矢印３４０によって示唆される
ように、体液３３０中の液体（通常は水）は、蒸発し、窓３３８を通って出て行く。図５
と図６の例示的実施形態の容器３０４は、ハウジング３５０の構造強度を提供するととも
に体液３３０由来の液体を蒸発および透過させるための表面積を窓に提供する。
【００３８】
　体液３３０は、体液流入口３３２を通って内部空間３２８に入る。この例示的実施形態
において減圧３２３を提供する減圧源３２２は、内部空間３２８内に配置される。たとえ
ば減圧源３２２は、圧電ポンプ３５４であり得る。減圧源３２２は、通気孔３５６を通じ
てその陽圧を排気し得る。一つあるいは複数の電気リード３５８は、減圧源３２２に電力
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と制御を提供し得る。減圧源３２２は、発熱真空ポンプかデバイスであるため、減圧源３
２２は、内部空間３２８内に正味熱エネルギを提供するので、体液３３０を加熱するのに
役立つ。体液３３０の温度の上昇は、蒸発速度を増加させる。このため、たとえば患者の
皮膚に容器を適用し、局所電気ヒータ用の電力をもたらすべく滲出液のうちの糖、または
他の技術を用いることで、容器内で発熱反応を生じさせる、体液の温度を上昇させる他の
方法または液体不透過性・蒸気透過性材３３６が、用いられ得る。
【００３９】
　別の例示的実施形態は、最初に浸透圧ポンプを用いて体液のうちの他の成分から特定の
液体を単離することを伴う。したがってたとえば主として図７を参照すると、主に液体で
ある体液４３０を受容および処理する容器４０４の別の例示的実施形態が、提示され、前
記容器は、浸透圧膜４６０を有する。
【００４０】
　容器４０４は、体液４３０を受容する内部空間４２８を有する容器ハウジング４２６を
有する。内部空間４２８は、浸透圧膜４６０によって互いに分離された創傷液部分４６２
と浸透圧液部分４６４とを有する。浸透圧液部分４６４は、塩負荷ウィッキング部材４６
６を有し得る。水は、浸透圧膜４６０を通過して、浸透圧液部分４６４内に引き抜かれる
。
【００４１】
　浸透圧液部分４６４は、液体不透過性・蒸気透過性材４３６に流体連通する。したがっ
て浸透圧液部分４６４中の水は、液体不透過性・蒸気透過性材４３６の中に入り、蒸発と
透過が、矢印４４０によって示唆されるように生じる。蒸気は、容器ハウジング４２６中
の窓４３８から外に出る。図示されるように、任意の保護カバー４６８は、液体不透過性
・蒸気透過性材４３６とハウジングフレーム４５０間に配置され得る。
【００４２】
　体液流入口４３２は、容器ハウジング４２６上に形成され得る。体液流入口４３２は、
容器ハウジング４２６の内部空間４２８、特に創傷液部分４６２内に体液４３０を受入れ
るためである。減圧流入口４３４は、内部空間４２８内への減圧の導入を可能にすべく容
器ハウジング４２６内に含められ得る。また、減圧源は、内部空間４２８内に包含され得
る。
【００４３】
　図８を参照すると、体液５３０を受容および処理する容器５０４の別の例示的実施形態
が、提示される。容器５０４は、可撓性ポーチ５６８状の容器ハウジング５２６を有する
。可撓性ポーチ５６８は、剛性ハウジング（図示省略）内に包含され得る。
【００４４】
　可撓性ポーチ５６８は、実質的に液体不透過性・蒸気透過性材から形成される。容器ハ
ウジング５２６は、体液５３０を受取る内部空間５２８を有する。取付プレート５７０は
、容器ハウジング５２６に取付けられ得る。体液流入口５３２および減圧流入口５３４は
、取付プレート５７０上に形成され得る。剛性ハウジングが、可撓性ポーチ５６８を包含
すべく用いられる場合、体液流入口５３２および減圧流入口５３４が、剛性ハウジング上
の開口に連携され得る。発泡体スペーサ、内部ポリマフレーム、あるいは他のスペーサ部
材（図示省略）は、可撓性ポーチ５６８が減圧の影響下で萎むので真空封止を防ぐため、
体液流入口５３２と減圧流入口５３４（あるいは内部空間５２８に付随して）とに連結さ
れ得る。
【００４５】
　図９を参照すると、患者上の組織部位６０６、たとえば創傷６０８を治療する創傷包帯
６７２の例示的実施形態が、提示される。創傷６０８は、患者の表皮６１０を通って広が
り得る。創傷包帯６７２は、組織部位６０６の近くに設置される治療マニホールド６０３
を有し得る。吸収性層６７４は、そこから体液を受取るべく、組織部位６０６に流体連通
するように設置される。吸収性層６７４は第１面６７６と、患者に面する第２面６７８と
を有する。
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【００４６】
　創傷包帯６７２は、吸収性層６７４の患者に面する第２面６７８の近くに配置され得る
第１ウィッキング層６８０も有し得る。創傷包帯６７２はまた、吸収性層６７４の第１面
６７６と、液体不透過性・蒸気透過性層６３６との近くに配置される第２ウィッキング層
６８２を有する。液体不透過性・蒸気透過性層６３６は、吸収性層６７４と組織部位６０
６を覆い、外被または覆布として機能する。液体不透過性・蒸気透過性層６３６は、取付
デバイス６１４によって患者の表皮６１０に保持され得る。より少ない層が、含まれ得る
か、より多い層が、追加され得るが、層の順番は、変化し得る。マイクロポンプ（図示省
略）は、減圧を提供すべく、液体不透過性・蒸気透過性層６３６の下方に含まれ得る。
【００４７】
　本明細書において提示される他の実施形態に類似して、液体不透過性・蒸気透過性層６
３６は、体液中の液体が蒸発し、矢印６４０によって示唆されるように液体不透過性・蒸
気透過性層６３６から出て行けるよう機能する。このように吸収性層６７４は、さもなけ
れば吸収性層６７４が保持し得るよりも多くの体液を経過時間にわたって受取ることがで
きる。
【００４８】
　本明細書における実施形態のうちのいずれかにおいて凝集剤が、容器の内部空間に添加
され得る。したがってたとえば別の例示的実施形態によれば、組織部位由来の液状の体液
は、たとえば図１における第１減圧導管１２０の減圧送達導管を通って容器、たとえば図
１の容器１０４の容器に送られる。容器内において蒸発は、本明細書における様々な実施
形態において提示されるように促進されるが、さらに体液は、凝集する。
【００４９】
　凝集は、細かな粒子を綿状の塊内にともに凝集させるプロセスである。綿状の塊は、液
体の上部に浮遊するか、液体の底部に沈殿するか、液体から濾過されることが多い。残存
する液体、または浄化液は、より純度が高い。浄化液は、次にイオン交換材（たとえば強
陽イオンと陰イオンを有するポリマ）に暴露されることで、塩を除去し、結果として得ら
れる浄化液を生成し得る。
【００５０】
　凝集プロセスを行うには、容器は、容器の内部に別個の部分を含有し得るか、凝集剤を
含有する。凝集剤は、凝集させるため、体液を保持する容器のうちの一部内に導入される
。また、凝集剤は、フィルタまたは不織布材で支持され得る。以下の：ポリ電解質、硫酸
アルミニウム、アルミニウム、鉄、カルシウムまたはマグネシウムを有する任意の適切な
凝集剤が、用いられ得る。
【００５１】
　結果的に得られる浄化液は、たとえば図１の液体不透過性・蒸気透過性材１３６の液体
不透過性・蒸気透過性材に暴露され、残存液のうちの少なくとも一部は、蒸発し、液体不
透過性・蒸気透過性材から出て行く。たとえば図１のシステムに凝集剤を添加することは
、液体不透過性・蒸気透過性材の付着物または付着物の可能性を減らす有利な方法であり
得る。さらに浄化液は、より効率的に蒸発し、さらに液体不透過性・蒸気透過性材から出
て行き得る。
【００５２】
　図１０を参照すると、患者由来の体液（主として液体）を受容および処理する容器７０
４の例示的実施形態が、提示される。容器７０４は、容器７０４が物理的に一度に保持で
きるよりも多い液体を時間とともに処理するよう機能する。容器７０４は、先に提示され
た容器に類似しているが、強制換気装置７５５が、水蒸気輸送速度を高めるべく追加され
ている。
【００５３】
　容器７０４は、体液７３０を受取る内部空間７２８を有する容器ハウジング７２６を有
する。容器ハウジング７２６は、導管７２０から体液７３０を受取るための流体流入口、
または体液流入口７３２を有する。容器ハウジング７２６は、導管７２４から減圧源（図
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示省略）由来の減圧を受取る減圧流入口７３４を有する。容器ハウジング７２６のうちの
少なくとも一部は、液体不透過性・蒸気透過性材７３６を有する。液体不透過性・蒸気透
過性材７３６は、容器１０４全体を形成し得るか、たとえば壁または窓１３８の一部のみ
を形成し得る。
【００５４】
　この例示的実施形態において蒸発と液体不透過性・蒸気透過性材７３６からの退出（矢
印７４０を参照）は、強制換気装置７５５で空気７５７を押出し液体不透過性・蒸気透過
性材７３６に沿わせることで増強され得る。強制通気装置７５５は、空気を液体不透過性
・蒸気透過性材７３６に沿わせるように方向付ける送風機かバッフルとダクトを備えた送
風機であり得る。強制通気装置７５５は、たとえば空気を移動させるための静電装置の送
風機無しのデバイスか空気を移動させるバッフルを備えた圧電ポンプであり得る。強制通
気装置７５５はまた、内部空間７２８に入る前に、減圧が、液体不透過性・蒸気透過性材
７３６に沿ってダクトから空気を引き抜けるようにする容器７０４内の複数のダクトかバ
ッフルおよび意図的な漏れ口であり得る。液体不透過性・蒸気透過性材７３６に沿う空気
の移動は、水蒸気輸送の速度を増加させる。理論に制限されるものではないが、液体不透
過性・蒸気透過性材７３６の水分較差が、創傷液７３０から水を引き抜き得る。
【００５５】
　図１１を参照すると、患者由来の体液（主として液体）を受容および処理する容器８０
４の例示的実施形態が、提示される。容器８０４は、容器８０４が物理的に一度に保持で
きるよりも多い液体を時間とともに処理するように機能する。容器８０４は、先に提示さ
れた容器、特に図１０の容器７０４に大部分の点で類似している。
【００５６】
　容器８０４は、内部空間８２８を形成する容器ハウジング８２６を有する。内部空間８
２８は、体液流入口８３２に流動自在に連結される送達導管８２０を通じて体液８３０（
主に液体）を受取る。減圧は、減圧源から送達導管８２４を通って減圧流入口８３４に送
達され得る。
【００５７】
　一つあるいは複数の窓８３８は、容器ハウジング８２６上に形成される。一つあるいは
複数の窓８３８は、一つあるいは複数の窓穴８３５を形成し、さらに窓穴８３５を液体不
透過性・蒸気透過性材８３６で覆うことで（内部、外部、またはシール上で）、形成され
得る。液体不透過性・蒸気透過性材８３６は、限定ではなく溶着（たとえば超音波かＲＦ
溶着）、結合形成、接着剤、セメント、または他の連結デバイスを有する、任意の公知の
技法を用いることで、容器ハウジング８２６に連結され得る。
【００５８】
　強制通気装置８５５は、水蒸気輸送速度を増加させるべく、液体不透過性・蒸気透過性
材８３６に沿って強制空気を提供するように位置付けられる。この例示的実施形態におい
て強制通気装置８５５は、送風機８５９である。強制通気装置８５５は、バッテリまたは
外部接続８６１によって駆動され得る。複数のバッフル壁８６３は、容器ハウジング８２
６のうちの一部として形成され得るか、容器ハウジング８２６に連結され得る。強制通気
装置８５５は、複数のバッフル壁８６３のうちの１バッフル壁に連結され得る。バッフル
壁８６３は、空気流を方向付けるための複数の通気孔８６５を有し得る。強制通気装置８
５５は、空気を液体不透過性・蒸気透過性材８３６に衝突させるか、液体不透過性・蒸気
透過性材８３６に沿って移動させる。
【００５９】
　本明細書における他の実施形態に関するように、体液８３０の蒸発は、エネルギを内部
空間８２８内に加える内部エネルギ装置によって増強され得る。内部エネルギ装置は、熱
エネルギを加える加熱素子またはデバイス、窓８３８に対して体液８３０を移動させる撹
拌器、または体液８３０中に気泡８６９を生じさせる気泡発生装置８６７であり得る。気
泡発生装置８６７は、病原性物質の放出を防ぐため小孔径フィルタを有し得る。気泡発生
装置８６７は、動作時に気泡発生装置８６７から出て行き得る水または液体を包含すべく
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、気泡発生装置８６７に付随して水収集装置を有し得る。水収集装置は、気泡発生装置８
６７の下に位置する容器であり得る。
【００６０】
　一例示的実施形態にしたがう動作において容器８０４は、送達導管８２０によって体液
源に流動自在に連結される。容器８０４はまた、導管８２４によって減圧源に連結される
。（別の実施形態において減圧源は、容器８０４内にあり得る）。減圧源が、作動され、
さらに体液８３０が、内部空間８２８内に送られる。強制通気装置８５５、たとえば送風
機８５９が、作動されると、空気８５７を窓８３８上の液体不透過性・蒸気透過性材８３
６に強制的に衝突させるか液体不透過性・蒸気透過性材８３６にわたって押付けさせる。
蒸気は、増大した速度で液体不透過性・蒸気透過性材８３６（矢印８４０を参照）を通っ
て出て行く。
【００６１】
　他の特徴は、蒸発を強化すべく、容器１０４、２０４，３０４，４０４，５０４，６０
４，７０４および８０４の特徴として含まれ得る。たとえばここで図１２を参照すると、
波形の液体不透過性・蒸気透過性材９３６が、用いられ得る。液体不透過性・蒸気透過性
材９３６は、液体不透過性・蒸気透過性材１３６，２３６，３３６，４３６，５３６，６
３６，７３６，８３６，１２３６，または１３３６として本明細書における実施形態のう
ちのいずれかに用いられ得る。空気９５７が、液体不透過性・蒸気透過性材９３６にわた
って押付けられるとき、より大きな表面積が、空気と相互に作用し得る。加えて、または
代替として、テクスチャード加工の液体不透過性・蒸気透過性材１０３６は、図１３にお
いて示されるように用いられ得る。図１４において示されるように、液体不透過性・蒸気
透過性材１１３６は、液体不透過性・蒸気透過性材１１３６の外部上に追加領域を提供す
るフロック加工１１７３または細繊維を有し得る。フロック１１７３または細繊維に加え
て、親水性に表面処理された、たとえば親水性オープンセル発泡体（たとえばポリウレタ
ン、ポリビニルアルコール、セルロース）；または焼結ポリマ（たとえばポリオレフィン
、ポリアミド、ポリエステル、アクリル）の他の多孔性外科ガーゼ芯が、用いられ得る。
【００６２】
　図１５を参照すると、患者の体液（主に液体）を受容および処理する容器１２０４の例
示的実施形態が、提示される。容器１２０４は、容器１２０４が物理的に一度に保持でき
るよりも多くの液体を時間とともに処理するよう機能する。容器１２０４は、先に提示さ
れた容器に類似しているが、内部エネルギ装置が、異なる。内部エネルギ装置は、内部空
間１２２８内のエネルギを増加させるべく追加されている導管１２６９および弁１２７１
である。内部エネルギ装置は、内部空間１２２８内で液体を移動させる導管１２６９であ
る。
【００６３】
　容器１２０４は、体液１２３０を受容する内部空間１２２８を有する容器ハウジング１
２２６を有する。容器ハウジング１２２６は、導管１２２０から体液１２３０を受取るた
めの流体流入口１２３２を有する。容器ハウジング１２２６は、導管１２２４から減圧源
（図示省略）由来の減圧を受取る減圧流入口１２３４を有する。容器ハウジング１２２６
のうちの少なくとも一部は、液体不透過性・蒸気透過性材１２３６を有する。液体不透過
性・蒸気透過性材１２３６は、容器１２０４全体を形成し得るか、たとえば壁か窓１２３
８の一部のみを形成し得る。容器１２０４の外側に連結される液体不透過性・蒸気透過性
材１２３６が、示されるが、同様に内側または容器１２０４と同一面にあり得る。
【００６４】
　弁１２７１と導管１２６９は、気泡状で内部空間１２２８内にエネルギを提供する。弁
１２７１は、密封空間１２２８に入る空気の制御を提供する。弁は、導管１２６９中の流
体流動を制限または遮断し得る。よって、導管内の流動を制御し得る。弁１２７１は、手
動で操作され得るか、制御装置に連結されたソレノイドか他の制御装置を有し得る。導管
１２６９を通る空気の流動は、制御され得る。前記流動は、一定であるか断続的であり得
る。
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【００６５】
　図１６を参照すると、患者由来の体液（主に液体）を受容および処理する容器１２０４
の別の例示的実施形態が、提示される。容器は、図１５の容器に類似しているので、同じ
参照番号が、用いられる。図１５と図１６の実施形態間の主な違いは、導管１２６９と弁
１２７１が、縦気泡発生装置１２６７状の内部エネルギ装置と交換されていることである
。縦気泡発生装置１２６７は、弁１２７３に流動自在に連結される。
【００６６】
　縦気泡発生装置１２６７は、気泡状でさらに別のエネルギを内部空間１２２８内に送達
する。縦気泡発生装置１２６７は、内部空間１２２８内に気泡を分配する任意のデバイス
であり得る。たとえば縦気泡発生装置１２６７は、たとえば焼結ポリマ膜，ＰＴＦＥ、ま
たは他の適切な材料の多孔性気体透過性・水不透過性の疎水性部材であり得る。弁１２７
１のように、弁１２７３は、連続的または断続的に空気を送達し得る。
【００６７】
　図１７を参照すると、患者由来の体液（主に液体）を受容および処理する容器１３０４
の例示的実施形態が、提示される。容器１３０４は、容器１３０４が物理的に一度に保持
できるよりも多くの液体を時間とともに処理するよう機能する。容器１３０４は、先に提
示された容器に多くの点で類似している。
【００６８】
　容器１３０４は、内部空間１３２８を形成する容器ハウジング１３２６を有する。内部
空間１３２８は、体液流入口１３３２に流動自在に連結された送達導管１３２０から体液
１３３０（主に液体）を受取る。減圧は、送達導管１３２４を通じて減圧源から減圧流入
口１３３４に送達され得る。
【００６９】
　容器ハウジング１３２６は、内壁１３７３と外壁１３７５、または外部構造を有する。
内壁１３７３と外壁１３７５間の空間は、通路１３７７を形成する。一つあるいは複数の
間隔をあけた支持部材１３７９は、互いに対する相対位置において内壁１３７３と外壁１
３７５を保持するように用いられ得る。間隔をあけた支持部材１３７９の代替として、ま
たはそれに加えて、内壁１３７３と外壁１３７５間の空間、すなわち通路１３７７は、多
孔性の連続性または実質的に連続性の支持体で満たされ得る。
【００７０】
　一つあるいは複数の窓１３３８は、容器ハウジング１３２６上に形成される。一つある
いは複数の窓１３３８は、一つあるいは複数の窓穴１３３５を形成し、さらに窓穴１３３
５を液体不透過性・蒸気透過性材１３３６で覆うことで形成され得る。液体不透過性・蒸
気透過性材１３３６は、限定ではないが溶着（たとえば超音波またはＲＦ溶着）、結合形
成、接着剤、セメント、または他の連結デバイスを有する任意の公知の技法を用いること
で、容器ハウジング１３２６に連結され得る。他の実施形態のように、液体不透過性・蒸
気透過性材１３３６は、図示されるように窓穴１３３５内に取付けられ得るか容器ハウジ
ング１３２６の内側か外側にあり得る。
【００７１】
　通路流入口１３８１は、通路１３７７への流体アクセスを可能にすべく容器ハウジング
１３２６内に形成される。強制通気装置１３５５は、通路流入口１３８１内に強制空気を
送達するように位置付けられる。強制空気１３７８は、通路１３７７を進み、液体不透過
性・蒸気透過性材１３３６に沿って移動する。通路流出口１３８０は、強制空気と蒸気が
通路１３７７から出て行けるようにすべく容器ハウジング１３２６内に形成される。別の
実施形態において強制通気装置１３５５は、通路１３７７内に位置付けられ得る。
【００７２】
　ウィッキング層１３８２は、内壁１３７３の内部に連結され得る。ウィッキング層１３
８２は、液体を内部空間１３２８中に分散させ、より多くの液体を液体不透過性・蒸気透
過性材１３３６に接触させる。ウィッキング層１３８２は、液体不透過性・蒸気透過性材
１３３６のみを覆い得るか、内壁１３７３の内部全体を覆い得る。フィルタ層１３８３は
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、ウィッキング層１３８２の内側に連結され得る。フィルタ層１３８３は、ウィッキング
層１３８２に達するとともに場合によっては付着する流体性粒子の量を減らすべく用いら
れ得る。
【００７３】
　本明細書における実施形態のうちのいずれかに付加され得る主に強制通気装置７５５，
８５５，１３５５に関して、強制空気流は、断続的（たとえばパルス）か連続的であり得
る。しかも、空気流は、反対方向に逆流し得る。湿度または水分センサは、関連する液体
不透過性・蒸気透過性材の下流に設置され得る。湿度または水分センサは、制御装置に連
結され得るか、でなければ検出された水分レベルが、一定時間にわたって最小閾値を下回
る場合、強制通気装置７５５，８５５，１３５５のスイッチを切るように構成され得る。
別の実施形態において湿度または水分センサは、容器の内部空間内に設置され得る。その
場合、水分が内部空間で検出される場合のみ、強制通気装置が作動され得る。
【００７４】
　本発明およびその利点を特定の例示的、非限定実施形態に関連して開示してきたが、当
然のことながら、添付の特許請求の範囲によって定義された本発明の範囲から逸脱するこ
となく、種々の変更、置換、並び替え、および修正を行うことが可能である。非限定例と
して、図７の浸透圧膜４６０が、図１１の容器８０４の内部空間８２８内に含められ得る
ことを理解すべきである。別の非限定例として、図４のワッフルポケット２４６は、本明
細書における他の実施形態に付加され得る。別の非限定例として、図７の保護カバー４６
８は、本明細書における他の実施形態に追加され得る。さらに別の非限定例として、図１
１の気泡発生装置８６７または強制通気装置８５５は、本明細書におけるいずれかの実施
形態に付加され得る。
【００７５】
　当然のことながら、上記の利益と利点は、一実施形態に関し得るか、いくつかの実施形
態に関し得る。さらに当然のことながら、「ａｎ」の品目への言及は、一つあるいは複数
のそれらの品目を指す。
【００７６】
　本明細書において記載された方法の段階は、任意の適切な順番で、あるいは適当な場合
には同時に実行され得る。
　適切な場合には、上記の実施形態のうちのいずれかの特徴は、匹敵するか異なる特性を
有するとともに同じか異なる問題に対処するさらに別の実施形態を形成すべく記載された
他の実施形態のうちのいずれかの特徴と組み合わせられ得る。
【００７７】
　当然のことながら、好適実施形態の上記の説明は、当業者によって様々な改変が行われ
得る例としてのみ与えられる。上記の明細書、実施例およびデータは、本発明の模範的実
施形態の構造と用途の完全な説明を提供する。本発明の様々な実施形態が、ある程度の具
体性で、または一つあるいは複数の個々の実施形態を参照して上記されているが、当業者
は、特許請求の範囲の範囲から逸脱せずに開示実施形態に多くの修正を行い得る。
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